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【取り扱い】 本資料の発表をもって解禁

立ヶ花狭窄部～村山橋間における桜づつみ等の覆土崩落
～左岸側の復旧が完了しました～
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①赤沼区
【復旧完了】

②津野区
【復旧完了】

③穂保区
【復旧完了】

④押羽区
【復旧中】 ⑤山王島区

【復旧中】 ⑥大島区
【復旧中】
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位置図（立ヶ花狭窄部～村山橋間）

＜凡例＞
：工事完了区間
：工事実施中及び今後実施区間
※長野県施工区間含む

千曲川立ヶ花狭窄部上流から村山橋間で進めている「堤防強化区間」において、
令和５年５月７日からの大雨で桜づつみ等の覆土（盛土表面や護岸前面の被覆土）の崩落
が発生し、８月１７日より復旧を行っていました。
このたび、宅地側が崩落していた左岸側について、１０月１６日に復旧が完了し、

安全が確認できましたのでお知らせします。なお、川側が崩落した右岸側については、
１２月中に復旧が完了する見通しが立ちましたのでお知らせします。

「②雨水の衣土への浸透」への対応

張芝の活着までの間、堤防天端に降った雨が少しでも法
面をつたって流れないようにするため、境界部に土のうを
設置し、排水管で堤防下まで排水。

崩落箇所の復旧内容
※令和５年８月３日記者発表の復旧方針と同様です

「①張芝の活着不足」への対応

張芝の活着までの間、覆土を押さえる力を補助するため、
ジオテキスタイル製の補助材を設置。

天端
舗装

盛土
衣土

堤防盛土

張芝

枕土のう設置

排水管設置

補助材設置
（※崩落部分のみ）

枕土のう設置

排水管設置

枕土のう・排水管設置イメージ

補助材（ジオテキスタイル製）イメージ

（左岸桜づつみでのイメージ図）

※令和５年１０月１６日時点



【問い合せ先】
国土交通省北陸地方整備局
千曲川河川事務所 026(227)7611
副所長（技術）谷口 和哉（たにぐち かずや）
工務課長 谷 茂行（たに しげゆき）

【配布先】
○長野県庁会見場
○長野市政記者クラブ
○長野市政記者会
○その他・専門紙

崩落箇所の復旧（左岸側）

＜赤沼区＞

復旧前

排水管

枕土のう補助材

【千曲川河川事務所
X（旧twitter）】

【千曲川河川事務所
緊プロHP】
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＜施工状況等＞
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